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研究の背景 

昨今、機能性ウェア、疲労回復ウェアの種

類は増え続け市場を賑わせている。一方で、

機能性ウェアが多種多様に拡大している現

状は、顧客に着用目的、着用方法、用品選

択において混乱させる状況をもたらせてい

る。当然のことながら、顧客に対して各メ

ーカーは自社商品については詳細な説明が

可能であるが、市場に多く存在する各機能

性ウェアの特徴は十分に把握、整理されて

いない現状がある。 

研究の目的 

本研究の目的は、顧客による疲労回復ウェ

アの着用感を明らかにすることにより、そ

の特徴を整理分類することである。 

 

研究方法 

① 疲労回復ウェアメーカー16 社について

カタログ、ホームページ、店頭販促で謳

っている「効果」「機能」「着用シーン」

の実態、動向の調査を実施した。 

② 商品購入したプロバイダー、コンシュー

マーの商品満足度を 5 段階評価、SD 法

を用いて調査を実施した。 

商品購入したプロバイダー、コンシュー

マーに 2 機能の主観的な着用感につい

て「疲労」「睡眠」「筋肉痛」「サイズ」

に関してレビューの比較、調査を実施し

た。 

 

【１】機能性ウェアについて 

機能性ウェア歴史 

1991 年テーピング理論の発想から生まれ

た CW-X が発売され 1998 年パフォーマンス

アップを目的としたコンプレッションウェ

ア UNDERARMOUR が発売、機能性ウェアはサ

ポート系、コンプレッションのウェアが競

技者層の間で広がり、成長を果たしてきた。

2009 年には疲労軽減や運動をサポートで

きる SKINS が発売、同じく 2009 年には休養

時専用ウェア VENEX が発売されている。 

 

機能性ウェア販売歴史 

① 1991 年から 2009 年に発売されたコン

プレッションウェアはパーフォマンス

を向上のための機能ウェアで運動中か

ら運動後に使用。ウェアや素材によるコ

ンプレッション（着圧）などの機能性に

より、活動ピークポイント以降の活動量

の低下の軽減・回復＝パフォーマンスア

ップを目的とした機能性ウェアを各社

メーカーが開発し発売。多くのスポーツ

愛好家に受け入られてきました。現在、

販売されている機能性ウェアはこの種

が最も多い。 

② 2009 年から従来のパフォーマンスアッ

プ型、コンプレッションウェアの中でも

運動中と休養専用と着圧場所、着圧レベ

ルを変えることで目的別に使用する商

品が発売された。 

コンプレッションウェア疲労回復ウェ

アは運動中と休養に使用できるものが

ある。 

③ 同年 2009年には今までとはまったく違

うコンセプトの休養専用で特殊素材ノ

ンコンプレッションウェア（非着圧）が

発売された。 

 

【２】疲労回復ウェアについて 

疲労回復ウェア商品 

商品名、自社ホームページ商品説明に「リ

カバリー」「回復」「疲労」明記している

商品を抽出。16 社 21 商品あることがわか

った。 

 

疲労回復ウェア分類 

疲労回復ウェア 16 社はコンプレッション

と特殊素材ノンコンプレッションの 2 種類

の機能別に分けられることがわかった。 



疲労回復ウェア機能別特徴 

① コンプレッションウェアは体に均一に

着圧をかけ筋ポンプ作用によって血流

がスムーズになり必要のない筋肉振動

を抑えることによって疲労を軽減させ

るのが特徴である。 

② 段階的コンプレッションはスポーツ医

学の観点より着圧を身体の末端から心

臓に向けて段階的に着圧をかけていく

設計が特徴である。 

③ 特殊素材ノンコンプレッションは特殊

素材での疲労軽減と着圧がないのが特

徴である。 

 

疲労回復ウェアレビュー数 

コンプレッションウェアでは SKINS：RY400

が 271 レビュー、特殊素材ノンコンプレッ

ションウェア VENEX:ユニセックススタン

ダードが 911 とレビュー数が多いことがわ

かった。 

レビュー数の多い SKINS：RY400 と VENEX:

ユニセックススタンダードの 2 商品を疲労

回復ウェア調査商品にすることとした。 

 

疲労回復ウェア コンシューマー満足度 

コンプレッション、特殊素材ノンコンプレ

ッションでレビューが多い SKINS：RY400

と VENEX:ユニセックススタンダード商品

のコンシューマー満足度を SD 法で調査実

施。1～5評価で 5評価がコンプレッション

63.1％、特殊素材ノンコンプレッション

59.3％と双方の疲労回復ウェアに非常に満

足しているとことがわかった。 

 

疲労回復ウェアメーカー効果 

コンプレッション、特殊素材ノンコンプレ

ッションと機能は違うが効果については

『スポーツ後』『移動中』『睡眠』と双方

とも同じ効果を謳っている。 

 

コンシューマー体感レビュー 

楽天商品レビュー、新着レビュー100 件を

調査。100 件のうち商品についての体感レ

ビューはコンプレッション SKINS:RY400 は

41 件、特殊素材ノンコンプレッション

VENEX:ユニセックススタンダードは 56 件

であった。 

体感レビューの内容は『疲れ・睡眠・筋肉

痛』に体感を感じていることがわかった。

コンプレッション SKINS:RY400 は『疲労

73.2％、睡眠 14.6％、筋肉痛 12.2％』、特

殊素材ノンコンプレッション VENEX:ユニ

セックススタンダードは『睡眠 62.5％、筋

肉痛 29.3％、疲労 16.1％』という結果であ

った。 

 

コンシューマー体感レビュー サイズに関

して 

100 件のうち商品サイズに関してのレビュ

ーが SKINS:RY400 は 24 件、特殊素材ノンコ

ンプレッション VENEX:ユニセックススタ

ンダードは 4件であたった。 

コンプレッションウェアについてはサイズ

選びが重要である。着圧の強さはメーカー

や商品ごとに特徴があり効果を期待するに

は、筋肉に適度な圧力がかかるサイズ選び

が重要であるからである。 

 

結論 

疲労回復ウェアはコンプレッションウェア

と特殊素材ノンコンプレッションウェアの

2種類に分けられ、コンシューマーが体感

している効果は『疲労・睡眠・筋肉痛』で

あることがわかった。 

コンプレッションウェアと特殊素材ノンコ

ンプレッションウェアの体感できる効果が

異なることが明らかになった。 

体感を整理すると、コンプレッションウェ

アは『疲労 73.2％・睡眠 14.6％・筋肉痛

12.2％』という割合になり、最も疲労回復

効果を感じている。サイズ選びも非常に重

要であることがわかった。 

特殊素材ノンコンプレッションウェアは

『睡眠 62.5％・筋肉痛 29.3％・疲労

16.1％』という割合になり、最も睡眠改善

に効果を体感していることがわかった。



 


